
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

木造家屋等建築工事現場に対し、集中監督を実施 
 
 石川労働局（局長 礒部隆文）では、本年7月2日から31日までの間、管内の4労働

基準監督署（＊1）において、木造家屋等建築工事現場（住宅建築現場）に対する集中

監督を実施し、今般、その結果を取りまとめました。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 

 7月末時点においても、県内の木造家屋建築工事業における休業4日以上の負傷者数

は21人と、前年同期と比べ8人（61.5％）の大幅な増加となっていることから、石川

労働局では引き続き積極的に法令遵守等を指導してまいります。 

 
（＊1）管内4労働基準監督署とは、金沢、小松、七尾、穴水の4労働基準監督署のことです。 

（＊2）毎年 7月には、全国安全週間（1日～7日）、建設業労働災害防止協会が主体の「低層住

宅建築工事安全週間」（1日～7日）があり、また、石川県木造家屋等低層住宅建築工事

安全対策協議会（県内の専門工事業者、地域建築安全連絡会等で構成。建設業労働災害防

止協会石川支部内に事務局。）では7月を「木造家屋等低層住宅建築工事安全対策強調月

間」とし、パトロール等を行っています。 
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○本年（1月～）の県内の労働災害発生状況として、全産業では前年同期比で減少

傾向にあるものの、木造家屋建築工事業においては大きく増加傾向にあることを踏

まえ、全国安全週間（7月1日～7日）等（＊2）の機会を捉えて、集中監督を実施。 

○集中監督は、66の木造家屋等建築現場の 79事業者に対し実施し、5割を超える

34現場（45事業者）で労働安全衛生法違反が認められた。 

○主なものとして、建物内部の作業床の端や開口部に対する墜落防止措置に不備が

あったもの、足場や架設通路が安全基準を満たしていないものなど、高所からの墜

落防止措置に係る法違反が31現場（41事業者）に上った。 

○法違反が認められた事業者に対しては、その改善を求める是正勧告を行うととも

に、特に、開口部や足場等から墜落による災害発生の可能性が高い11現場（17事

業者）に対しては、立入禁止命令等の行政処分を行った。 

（法違反等の詳細は別添のとおり） 



（別添） 

主な法違反内容は以下のとおり。【表１参照】 
①作業床の未設置又は不備、開口部に対する墜落危険防止措置が無いもの[解説 1参照] 
（例：高さ 2ｍ以上の作業床端部における作業で、手すり等の墜落危険防止措置が無いもの） 
    21現場（31.8％） うち、立入禁止命令等を行ったのは 9現場 
②法令の安全基準を満たしていない足場又は架設通路を使用しているもの 
（例：高さ 85cm以上の手すり及び中さんが設けられていない足場を使用しているもの） 
     15現場（22.7％） うち、立入禁止命令等を行ったのは 3現場 
③移動はしごの転位防止措置の不備 
（例：はしご上部を建物に固定していないもの） 
    4現場（6.1％） 
④ 携帯用の木材加工用丸のこ盤の歯の接触予防装置の不備 [解説 2参照] 
（例：歯のカバーを無効にしたり、歯のカバーを備えないまま使用しているもの） 
    4現場（6.1％） 
同一の現場で複数の違反が認められることもあるため、上記合計は 1枚目の数値と一致しない。 

 
表1 主な法違反の状況 

法違反の概要 
法違反のあった現場 

是正指導等を

行った事業者 

現場数 割合(%) 事業者数 

作業床や開口部に対する墜落危険防止措置に不備

があったもの 
21 31.8％ 27 

労働安全衛生規則の安全基準を満たしていない足

場や架設通路を使用していたもの 
15 22.7％ 19 

移動はしごの上部を建物に固定するなど転位防止

措置がなかったもの 
4 6.1％ 4 

木材加工用丸のこ盤の歯の接触防止措置を備えて

いない又は有効な状態で使用していなかったもの 
4 6.1％ 4 

下請け事業者等に対する法違反防止の必要な指導

がなかったもの 
5 7.6％ 5 

「割合」は、今回監督指導した全現場に対する割合。 

表2 過去3年の木造家屋建築工事に係る休業4日以上の死傷者数    (人) 

年 木造家屋建築工事業 建設業全体 

平成21年 35（1） 20.0％ 175（5） 

平成22年 41（0） 29.5％ 139（3） 

平成23年 37（1） 26.4％ 140（3） 

平成24年 21（0） 32.8％  64（1） 

注１：（ ）内は死亡者数で、内数。 

パーセンテージは建設業全体の死傷者数に占める木造家屋建築工事業の死傷者数の割合。 

注２：平成24年は、7月末現在の速報値 

 



[解説 1］ 墜落危険防止 
 高さが 2ｍ以上の箇所における作業では、墜落防止のため作業床を確保しなければ
ならない。作業床としては、足場のほか屋根自体も該当する。作業床から墜落しない

よう、その端に手すりなどを設ける必要がある。足場の場合は、その部材である床材

や手すりなどに構造上の要件が定められている。（本足場の場合は、墜落防止策とし

て、高さ 85cm以上の位置に手すりを設け、高さ 35cm以上 50cm以下の中さんを設
ける、床材の幅は 40cm以上とするなど） 
 
[解説 2] 歯の接触予防装置 
 携帯用の木材加工用丸のこ盤には、回転する歯と接触することによる労働災害を防

止するため、スライド式のカバー等が設けられ、加工時以外は歯が自動的に覆われる

構造となっている。歯の接触予防装置等安全装置については、厚生労働省告示により

構造規格が定められている。 
 
 
 
 

 



参考
足場の構造基準
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